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注意事項: ノート・辞書・参考書・教科書・コピー・電卓の使用を禁ず.

解答用紙のみを提出し, 問題用紙は持ち帰ること.

問題 1については, 必ず答えよ. ただし, 答えのみでもよい. 問
題 2, 3, 4から 2題選択して答えよ. また, どの順番で回答してもよ
いが, どの問題を解いているのかわかるようにすること.

問題 1.

次の各問いに答えよ.

(1) 次の行列の積

 1 1 1

1 4 3

1 2 2

 2 0 1

1 1 2

−2 −1 −3

を計算せよ.

(2) 次の行列式 det

(
16 12

−8 24

)
を計算せよ.

(3) a⃗ =

 1

1

1

, b⃗ =

 −1

2

3

 ∈ R3 に対して, a⃗× b⃗を求めよ.

(4) 次の行列式 det

 0 3 3

1 0 1

2 2 0

を求めよ.

問題 2.

t ∈ R, a⃗, b⃗ ∈ R3とする.

(1) ∥t⃗a+ b⃗∥2を tの多項式として表せ.

(2) ∥t⃗a+ b⃗∥2 ≥ 0を用いて, 次の Schwarzの不等式を示せ:∣∣∣(⃗a, b⃗)∣∣∣ ≤ ∥a⃗∥ · ∥⃗b∥.

問題 3.

方程式 3x+ y − 2z = 3の表す空間内の平面をパラメータ表示せよ.



問題 4.

a⃗ =


1√
2
1

2

−1

2

 ∈ R3とする. 任意の x⃗ ∈ R3に対して, T : R3 → R3

を
T x⃗ := (x⃗, a⃗)⃗a

で定める.

(1) T がR3上の線形写像であることを示せ.

(2) 任意の x⃗ ∈ R3に対して T x⃗ = Ax⃗となる 3次行列 Aを求めよ.

なお, 求めた行列Aが「任意の x⃗ ∈ R3に対して T x⃗ = Ax⃗をみ
たす」ことは示さなくてもよい.

以下余白 計算用紙として使ってよい.


